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＜連絡事項＞

· 2/28、14：00～講演「がん哲学外来の話」三八教育会館にて開催。参加費1000円。参加希望者は佐藤AOMまで。

· 5/19～5/21、第34回、日本精神科看護学会、大分大会開催。参加希望者は下館SGMまで。

· 3/4、14：00～講演「障害者と高齢者の福祉のあり方について～デンマークの社会福祉から学ぶ～」ウェルサンピア八戸にて開催。参加費は無料。参加希望者は下館SGMまで。

· 第6回法人研修、出欠の最終確認をすること。訂正などある場合、2/8（日）までに連絡（東病棟Ｇ半澤）すること。
· 平成21年1月分の経過連絡票、2/9の朝までに提出すること。

· 2/13、東北メディカル学院の生徒（ＯＴ）が青陽館実習予定。

· 防災訓練企画書が承認。今後の予定として2/16～2/20に利用者へ説明し、2/25避難訓練を実施する予定。通所利用者様に対しプログラムの時間を利用して避難訓練の説明をし、訓練当日は速やかに避難できるようにする。

＜外来患者様情報＞

· 番沢　政勝　様～「朝起きる事が出来ない」と話している。

· 神山　和典　様～「2/11うみねこ幸房は休むがナイトケアは利用する」と話している。薬2週間
分処方。
· 村上　元道　様～「2/11うみねこ幸房は欠席する。ナイトケアはどうしようか迷っている」と話
しており、担当医よりナイトケア利用するよう勧めている。
· 袴田　淑子　様～排便は毎日あるが、今日下痢であったと話している。担当医より下痢が続くよう
であれば服薬調整すると伝えている。
· 菅野　勝利　様～本日採血実施。尿糖4＋。担当医よりジュースやコーヒーなど飲みすぎないよう
に伝えている。2/11休むとの事で薬2週間分処方。
· 平　京子　　様～「先週金曜日に差し歯が取れ、歯医者へ行っている」と話している。2/11はデ
　イケア利用するとのこと。
· 淡路　智恵子様～「2/11はデイケア欠席する。痛み止めは1週間使用しなかった。胸の中の幻聴
の主は兄であったが、だんだん人数が増えてきた」と話している。
· 下口　政子　様～特に変わりなし。次回受診時採血予定。
· 江刺家　陽輝様～「幻聴・幻覚あり、喉の渇きも変わらない。疲れてデイを休んだ。ボーっとする
音が多い」と話している。今後服薬調整していく。
· 秋山　和子　様～「2/11はデイケア欠席したい、母親とは喧嘩していない」とのこと。薬2週間
分処方。
· 溝越　キク　様～体重71.4kg。担当医より通所に行く事が出来ていないから外来はしっかり来る
ように伝えている。薬1週間分処方。
· 中村　鶴子　様～特に変わりはないと話されている。
· 駒木　学　　様～「デイケアにて机の模様が動いて見えたが1分ぐらいで治まった。昨夜頭痛がし
て眠れなかった」と話している。
· 田名部　浩平様～母親・本人共に「特に変わりない」と話している。次回受診時採血予定。
· 川口　尚良　様～先週気分の落ち込みが激しく、知人に相談したところ「平安の祈りを唱えなさ
い」と言われ、唱えると落ち着くことができた。肩の痛みで眠れないことも原

因かもしれない」と話している。担当医より薬の変更はしないと伝えている。
· 高柳　和子　様～「デイケアには慣れてきたが、活動に関して出来なかったらどうしようと思うこ
とがある」と話している。
· 遠藤　里菜　様～「頭痛がひどくて怖い時がある。人がいっぱいでイライラする。幻聴もある」
と話している。
· 上野　千奈津様～「やる気が無い、元気一杯になれない、24時間苦しい。夏に行動したい」と話
している。
· 袴田　隆裕　様～「デイケアの前日に飲酒をすることがあったが、今はしていない。調子は良くて
今日から仕事が1日4時間になった。1週間に2回4時間の日があるけど大丈夫だと思う。」と話している。
· 板橋　利美　様～「歩く時すべるから怖い。手の湿疹は中から湧いてくるようだ。コーラを飲む時
職員に監視されている」と話している。薬2週間分処方。
· 本多　富美　様～「食事、睡眠はとれている」と話している。鼻の薬と葛根湯処方となっている。
· 繁名　和恵　様～「朝咳が止まらなくなった、幻聴より妄想がある。シャンプーとリンス間違えた」
と多弁気味に笑いながら話している。手荒れのため軟膏処方。薬2週間分処方。
＜利用者様情報＞

· 川口　八寿子様～「疾病教室への参加を見合わせたい」と訴えあり。理由について尋ねると「話を

聞いていると自分の病気について不安になって確認したくなる。昔の事がどんどん浮かんできて、自分でまとめられなくて、不安定になってしまう気がする。内容によっては席を外したいこともある」と話している。症状に影響するようであれば、参加を見合わせる事も可能であると説明している。今後も病状の変化に影響はないか確認していく。

· 上野　千奈津様～外来受診前にデイケアスタッフと面談。本人より1/23に調子が悪くなり、1/26

外来受診した事の報告がある。最近の様子については「相変わらず自宅から出る事はなく、コンビニに買い物に行くぐらいだ」「増薬になってから少し調子は良いが、少し動くと貧血をおこしそうになるから横になっていることが多い」「デイケアに通所するよりも勉強したい。そろばんを習って3級を取りたい」と話されている。スタッフからは少しでも活動し、最低限自分の事（掃除や洗濯など）は行うこと、なるべく外出する機会を作るようにと促しているが、「何もやる気にならない、お母さんと職員が同じ事を言うね」と笑っている。

⇒今後も、外来受診時は本人の話を聞き、生活状況の確認をしていく。

· 宮　陽子　　様～本日、本人より「血圧が140/110と高いからデイケアを欠席します」と連絡があ

る。スタッフからは退所時の会議で話し合った通り、休む際はデイケアに一度顔を出すように説明しているが「バスの中で倒れてもだめだから行きません」と電話を一方的に切っている。青山荘スタッフからの情報では青明舎にも「腹痛のためデイケアを欠席します」と本人から連絡があったとのこと。

⇒連絡だけではなく、デイケアに顔を出す必要があることを説明していき、関係機関と対応を統一していく。

· 高橋　幸雄　様～来週からの就労予定（家業である大工の手伝い）ではあるが日時は未定であると

のこと。仕事が始まるまでは今までどおりの利用日で、仕事が始まってからは外来受診日（2週に1回）の利用となる。就労生活に対し本人からは「しっかりできるか不安。緊張する」という話が聞かれている。

⇒スタッフからは就労生活で疲労を感じたら無理せずに休養をとること、悩みなどがあればいつでも相談する事を伝えている。今後の本人の状況確認のため、家族と連携し情報交換を行っていく予定。

· 山田　健次　様～戸賀沢潔様のご家族様より青明舎へ連絡があり「山田健次様への借金を返済した

いので本人に金額を確認して欲しい」とのこと。本人に確認すると戸賀沢様に6千円貸しているとのことで、戸賀沢様本人が話す金額と一致。2/16戸賀沢様のご家族が借金返済のため青陽館へ来所する予定である。来所時は3階又はミーティングルームを使用し、人目のつかない場所で返済を行うこと。

· 遠藤　里菜　様～本日よりデイケア正式利用。問診日や時間について理解しておらず、スタッフに

質問している。昼食後、外来受診の時間であるが、スタッフに無断で静養室にて休まれている。本人に確認すると、「眼鏡をかけたスタッフに断った」と話すが、実際はそのような事実はない。

⇒基本的に外来受診は12時とし、時間の変更があればその都度本人に伝える事とする。また、不調時は静養室を使っても問題ないが、デイケアのスタッフに断るよう説明している。

· 江刺家　陽輝様～来所時「なぜか分からないが疲れる」と訴え、表情の硬さ見られている。昨夜は

21：00～8：00まで睡眠をとっているとのこと。静養室で休んだ後、外来受診している。不調の際は無理せず休養をとるように説明していく。

· 荒木地　和弥様～頭痛時の頓服薬を捨ててしまったとのこと。どうして捨てたのか確認すると、

「飲むと頭が痛くなる」「間違って捨てました」と話されている。内服はマナクリニックでカロナールを再処方してもらったとのこと。またイライラする事があるとの事で、イライラ時の頓服薬として、リスパダールが処方となっている。内服が合わない場合は、担当医に相談し、薬は病院に返却するように説明していく。

· 長瀬　紘一郎様～電話連絡なく来所されないため、本人に連絡。来所後、本人に理由を確認すると

「昨夜アパートに帰ったら年金の証書が来ていたので、弟に電話をしたら後で確認しに行くからと言われ、アパートで待っていた」と話している。遅れる際は、必ず連絡を入れるように説明している。

· 大久保　康弘様～「エアロビクスを一番前で張り切ってやった、内面も外面も輝きたいと思う」と

笑顔で話している。張り切りすぎたので今日入浴はしないとのこと。内服調整による病状の変化も考えられる為、引き続き観察を行っていく。

· 稲垣　ふき　様～「頭具合が悪いので青風荘に帰らせてください、内科で診てもらいたい」と訴え

ている。スタッフの促しにより静養室で休まれるがすぐに起き「うるさくて眠

れない」と訴えている。昼食後は「良くなった」と話している。

· 種元　サハ　様～昨日休んだ理由として「草取りや雪かきができないとなればグループホームに居

れないのではないかと思い少し無理をしてしまい、足の第一指の爪に亀裂が入

った」「歩くと痛くなるのではないかと考えて休んだ」と話している。本日は、一度患部をスタッフに見せるように説明すると来所している。

· 前野　義勝　様～昨日、節分の為、豆まきなどの行事を提案している。「ナイトケアのメンバー同

　士が無関心になっている。昔は楽しかった」「病棟でも人間関係が希薄になっているんじゃないか」と話している。

⇒今後ナイトケアで、月1回程度で料理教室などを企画し、利用者間の交流を促していく。

· 中居　美津子様～特定男性メンバーが年男であり、節分だということで「皆でお金を出し合って太

巻きを買いプレゼントしよう」と提案している。特定のメンバーだけにプレゼントすることは出来ない為、実施するのであればメンバー全員で行うことを説明。他メンバーは提案自体を断っているが、その後も自分の意見を通そうとする発言を繰り返している。

· 神山　和典　様～最近来所時間に遅れることが目立っていることについて本人と面談している。本

人からは「少しでも自宅で休むと楽になるから通所に遅れてくる」と話がある。利用日を増やすことで疲労感を感じて遅刻する回数が増えるのであれば、週3回の利用日は確実に利用できるようにし、増やした1日は疲労感が強いようであれば休んでから来所、又は欠席するという利用方法をスタッフから提案している。本人は「そのうちは週5日の利用にし、そのうち1日は買い物をしてから遅れて来所したい」と話され、理解が乏しい様子。

⇒今週の利用状況を見て、担当医にも情報提供していく。

＜業務改善＞

· 倉庫棚の物品確認を行った。今後は物品整理をしていく予定。

· トイレ清掃について、3階スタッフトイレは月初め16：00実施。スタッフトイレは月末朝に実施する事。

· 1、2階スタッフルームの窓際に物を置かない事。デイナイト、ナイトケア勤務者は帰宅時確認する事。

· 申し送りのメモはパソコンに貼り付けること。

· 当院以外に主治医がある利用者、指示箋が出てから当院初診する事で統一。










